
触針式表面形状測定器
装置型式：ET200（小坂研究所製）

触針式表面形状測定器にできること
先端が尖った針（触針）を表面に接触させ、水平方向になぞるように

動くことで、段差や凹凸を測定します。

このような分野で活躍しています！
めっき膜などの薄膜の段差測定や粗さ測定、ウェハ上のパターン測定

などで使用されています。

●段差測定による膜厚評価 ●表面の粗さ測定

この装置は財団法人ＪＫＡの平成25年度小型自動車等
機械工業振興補助事業（RING!RING!プロジェクト）に
よる補助を受けて導入しました。
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